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第 2 学年では、「ぴょんぴょこぴょん」「ぴょーんぴょん」のようなオノマトペと 4 分音符や 8
分音符、 2 分音符が併記されたカードの例を用いて声や手拍子で演奏し、リレーで模倣したり、
2 人がそれぞれのリズムで応答し合ったりする教材（10）、「ドンドンドンウン」「ドドンコドン















年告示の小学校学習指導要領第 6 節音楽の「第 3 　指導計画の作成と各学年にわたる内容の取















































































































子どもたちは初めて見る民族楽器に心を奪われたようである。その後、 4 名ずつ 6 グループに





　第 2 時のねらいと評価規準、主な内容を表 3 にまとめた。第 2 時では、班ごとに 3 種類のア
フリカの太鼓のリズムより 2 種類を選び、 4 枚のボードにリズムが記載された紙を貼って並べ
るようにした。その際、同じリズムを 2 枚ずつでも、 1 枚と 3 枚の組み合わせでもよいことを
伝えて、班で話し合い、ボードの並べ替えによりリズムを入れ替えて、いろいろと試してみる
ように指導した。子どもたちは、それぞれのリズムの担当者を決め、オノマトペの言葉のイ
表 2 　第 1 時のねらい・評価基準・主な内容


















　発表した 6 班から順に、グループ発表の様子を表 4 にまとめた。なお、表 4 の「発表の実
際」の項目では、「カランカラン コロ」のリズムを A、「ゴド パッティパ」のリズムを B、「ゴ























表 3 　第 2 時のねらい・評価基準・主な内容







主な内容 ○ 4 名のグループで相談して、 3 種類のリズムのうち、 2 種類のリズムを選ぶ。
○選んだ種類のリズム、言葉に合う音色の楽器を選ぶ。

































































































見交換が見られた 4 班（男子 1 名、女子 3 名）を例に挙げて、音楽づくりの過程を具体的に見てみ
よう（表 5 ）。 4 班では「カランカラン コロ」「ゴド パッティパ」のカードを選び、当初は、
「カランカラン：E 児（マンジーラ）」「コロ：D 児（カスタネット）」「ゴド：G 児（パーランクー）」
「パッティパ：F 児（ウッドブロック）」のように、リズムと楽器の担当を決めた。しかし、練
習をする中で、うまく進まない F 児の楽器をめぐって、G 児、D 児が他の楽器に変更するよ
うに提案したり（【 1 】【 2 】【 4 】）、演奏を聴いていた E 児がそれについて反応したりして（【 3 】
【 5 】）、全員がより相応しい音を求めていく様子が窺えた（【 6 】【 9 】）。さらに、構成について








表 5 　 4 班のリズムづくりの過程（男児：D、女児：E、F、G）
E、F、G：「カランカラン コロがここ。」「カランカラン コロ、ゴド パッティパ」
〔譜面を並べて声に出して、始める提案をする。〕
D：「とりあえずこれで演奏してみよう。」〔E：マンジーラ、F：ウッドブロック、G：パーランクー、D：








D：タンブリンを F に差し出す【 4 】。
〔F はタンブリンの音を試した後、G：「ゴド」（パーランクー）→ F「パッティパ」（タンブリン）を演
奏。E と D が聴く。〕
E：（納得した様子で）「あ〜、あ〜、あ〜、イッセーノーデー」【 5 】
〔全員で演奏が始まる。「ゴド（パーランクー）パッティパ（タンブリン）、カランカラン（マンジーラ）コ
ロ（カスタネット）」を 2 回繰り返すが、 2 回目の「コロ」の流れがうまく行かず、笑い合う。〕
F：「いいかも、いいかも」と、タンブリンに納得した様子【 6 】。
〔再び、全員で 2 回繰り返す。今度は前よりもスムーズに演奏でき、大声で笑い合う。〕
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